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鑑定評価作業と作業メニューが対応しています 

 

起動時メニューで、作業地域の表示部分を選択すると以下のメニューが表示されます。 

「メインメニュー」から「起動時メニュー」へ戻るときには必ず、作業した結果のデータの保存をしてくださ

い。保存の確認メッセージが出ます。 

 

※基本的には下図の    の順序で作業を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①～⑬の番号は本

説明書の各章の番

号に対応していま

す。 

行ダブルクリック 
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要因項目の登録 

■ 新規使用のユーザ様：鑑定評価の流れ－（新規登録の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

取引事例データの登録 

比準表・時点修正率登録 

採用する要因の登録 

賃貸事例データの登録 

鑑定評価 

評価文例の登録 

○はじめて公示プロをお使いの場合は 

①の新規登録から作業を始めます。 

○統合版システム（選定・点検システム）から

担当のデータを取出し公示プロへ読込ませま

す。今回担当される標準地データが登録され

ます。 

 

分科会でご利用の場合には以下のデータを登録

して共用することをお勧めいたします。 

○本評価で使用する地域補正要因を登録。 

 分科会内で要因が設定されている場合は、設

定要因を登録するのが効率的です 

○事例データの標準化補正、鑑定評価の地域格

差補正のために比準表を登録します 

○評価収益還元・直接法の基本利率を登録 

○鑑定評価書の文例を登録 

要因項目や評価文例は事例の入力や鑑定評価時

に、登録内容を選択します。手入力も可能です。 

○プロ間のデータ授受により入手したデータは固

有のデータ（価格水準、土地価格内訳試算等）

が取り込めます 

○他社のソフトからデータを読み込むには本ソフ

トの統一フォーマットによるデータ授受で取り

こむことができます。他のソフトへデータを渡

す場合も同様です。 

代表標準地（前回）取込 
 
 

○上で登録したデータを分科会内で共有すると以

降の作業が効率的です。 

○本ソフト以外のソフトをお使いの場合には③で

登録したデータは読み込めません 

以下の鑑定作業を行ってください。 

○代表標準地の選択・比準 

○取引事例の選択・比準 

地域補正は、前に比準表を登録してあれば、地

域格差の内訳を開いたときに 

すでに自動計算されており、手で修正するだけ

の作業になります。 

○収益・直接法：賃貸事例の選択 

○個性率の計算 

○開発法による収益価格の算定 

○最終価格決定､評価文例の選択 

○評価結果のチェック 

○代表標準地(前回)読込 

○交換事例の絞込み(処理効率の向上) 

○価格水準の登録（比準の時に有効です） 

○事情補正、時点修正 

○近隣地域 

○標準化補正 

 

選定結果データ読込 
 

 

他社ソフトの場合 プロ間の場合 

公示プロを利用の評価員間
で上③のデータ交換可能。 

駅名、路線名等の固有の要因 

地域補正に使用する要因 

初期設定・新規登録 

メモ価格の登録･提出 
 

標 準 地 の 編 集 
 

標準化補正・時点修正 
 
 

プロ間でデータ交換 
 
 

プロ間交換用フォーマット 
 
 

統一フォーマット 
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４ 

６ 

①～⑥は前頁メニューの番号に対応します。 

５ 

鑑定評価のチェック 

印刷 
８ 

７ 

５ 
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要因項目の登録 

■ 継続使用のユーザ様：鑑定評価の流れ－（継承登録の場合） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引事例データの登録 

比準表・時点修正率登録 

採用する要因の登録 

賃貸事例データの登録 

鑑定評価 

評価文例の登録 

分科会でご利用の場合には以下のデータを登録

して共用するのを薦めます。 

○本評価で使用する地域補正要因を登録。 

 分科会内で要因が設定されている場合は、設

定要因を登録するのが効率的です 

○事例データの標準化補正、鑑定評価の地域格

差補正のために比準表を登録します 

○評価収益還元・直接法の基本利率を登録 

○鑑定評価書の文例を登録 

要因項目や評価文例は事例の入力や鑑定評価時

に、登録内容を選択します。手入力も可能です。 

○プロ間のデータ授受により入手したデータは固

有のデータ（価格水準、土地価格内訳試算等）

が取り込めます 

○他のソフトからデータを読み込むには本ソフト

の統一フォーマットによるデータ授受で取りこ

むことができます。他のソフトへデータを渡す

場合も同様です。 

代表標準地（前回）取込 
 
 

○上で登録したデータを分科会内で共有すると以

降の作業が効率的です。 

○本ソフト以外のソフトをお使いの場合には③で

登録したデータは読み込めません 

以下の鑑定作業を行ってください。 

○代表標準地の選択・比準 

○取引事例の選択・比準 

地域補正は、前に比準表を登録してあれば、地

域格差の内訳を開いたときにすでに自動計算さ

れており、手で修正するだけの作業になります。 

○収益・直接法：賃貸事例の選択 

○個性率の計算 

○開発法による収益価格の算定 

○最終価格決定､評価文例の選択 

○評価結果のチェック 

○代表標準地(前回)読込 

○交換事例の絞込み(処理効率の向上) 

○価格水準の登録（比準の時に有効です） 

○事情補正、時点修正 

○近隣地域 

○標準化補正 

選定結果データ上書 
 

 

他社ソフトの場合 公示プロ間の場合 

公示プロを利用の評価員間
で上③のデータ交換可能。 

駅名、路線名等の固有の要因 

地域補正に使用する要因 

メモ価格の登録･提出 
 

標 準 地 の 編 集 
 

標準化補正・時点修正 
 
 

プロ間でデータ交換 
 
 

プロ間交換用フォーマット 
 
 

統一フォーマット 
 
 

※②以外は新規登録の場合と同じ 

 初期設定・継承登録 
○前回と担当地点が同じ場合は、公示プロ 2022

より前回データを継承登録します。 

○選定・点検システムから今回担当のデータを

取出し前回鑑定結果に上書します。 

前回鑑定結果の官報記載部分は新しい点検デ

ータに上書され、鑑定部分は前回結果が残り

ます。    

 

前回鑑定結果の継承 
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①～⑥はメニューの番号に対応します。 

鑑定評価のチェック 

印刷 
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５ 


